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WG5活動サマリー

WG5活動の目的
最新の情報技術動向に基づき、各府省における情報化の推進に当たっての重要な
技術課題を府省横断的に共有すると共に、それらの解決の方向性ならびに具体的な
解決策を提供する。

提言事項
(1)ＴｏＢｅモデルの策定と共通化の推進（クラウド、外字）
(2)参照モデル（平成20年度版ＴＲＭ）の各府省庁における活用
(3)参照モデル（平成21年度版ＴＲＭ）の継続的な開発
(4)府省庁を横断した情報共有

今後の課題と計画
(1)電子政府の政策と連動した活動
(2)ＩＴガバナンスや統合（サーバ、運用）についての検討
(3)参照モデル（ＴＲＭなど）活用と非機能要件の充実や相互運用性の拡大
(4)サービスのモデル化（クラウド）に関する検討
(5)2009年度も情報技術ＷＧ活動を継続して推進していく
(6)メンバの強化
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活動の目的

WG5（情報技術）の目的
最新の情報技術動向に基づき、各府省における情報化の推進に当たっての重要

な技術課題を府省横断的に共有すると共に、それらの解決の方向性ならびに具体
的な解決策を提供する。

現状の課題
○ 計画時における課題 【全体最適の観点から】

・ＷＨＡＴ（業務視点から何を実現するか）については調達側で描けるが

ＨＯＷ（システム的な視点からどのように実現するか）については

個別最適（運用、セキュリティ、ＤＲ等）になっていないか

・技術的な視点からあるべき姿（ＴｏＢｅ）を描くことが必要ではないか

○ 調達時における課題 【現場で欲しいもの】

・調達仕様書がばらばらであいまい

・調達の透明性、効率性、全体最適化の視点から標準（雛形）が必要

・調達仕様書、見積もり書、各種調査書などで府省内にある情報を集約して

・基盤やインタフェースの標準化の観点から情報を標準化する方向で検討し

・標準の雛形としての参照モデルを共有していく ⇒利用可能な形に整理され
た知識
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活動の目的

活動の方向性
各最適化計画等(アクションプラン)の実施にあたり、重要な技術課題に関す

る専門的知識を収集し、あるべき方向性について検討して、参照モデル(ナ
レッジ)として集約する。

今年度（2008年度）の活動内容
① 情報収集と集約
・関心の高い技術的テーマについて外部専門家等から講演を戴く ⇒セミナー
・アンケート調査により各省のＣＩＯ補佐官他の関心や課題を調査
② ＳＷＧの設置による作業推進
・特に重要なテーマについてはＳＷＧを設置し、各省の取り組み事例を含め情報

を共有
・標準化の観点から知識や要件を整理していく
－ＳＷＧ活動 参照モデル、モデリング、漢字・外字

③ 参照モデルとして利用可能な形で知識を整理
・参照モデル(ＴＲＭ)活動の推進と専門知識の集約
－ＩＰＡ／ＴＲＭの活動と連携

知識の整理学としてのフレームワークの検討と要件整理
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成果【昨年度提言事項の評価】

全体への提言事項【昨年度】
(1) 参照モデル（ＴＲＭなど）の導入と継続的な開発
(2) 府省庁を横断した情報共有の強化
(3) ＴｏＢｅモデルの策定と共通化の推進
(4) ＢＣＰを意識したシステムの導入
(5) 漢字・外字利用を考慮したシステム調達

⇒(1)について重点計画2008でのTRM策定決定及び経済産業省(IPA)と連携して推進

⇒(3)についてモデリングＳＷＧでプラベートクラウドモデルを検討

ＷＧ５の課題と計画【昨年度】
(1) 2008年度もＷＧ５活動を継続して推進していく 【活動継続実施】
(2) ＳＷＧ活動の継続と拡大 【ＴＲＭとモデリング】
(3) メンバの強化 【10(20)名から10(21)名へ】
(4) 関連活動との連携強化 【連携(IPA/TRM,IPA/SEC)】
(5) 政府指針や電子政府の政策との連動 【IT戦略本部、重点計画2008】
(6) 参照モデルプロジェクトの推進 【経済産業省(IPA)と連携】
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ＷＧ５（順不同、敬称略）

メンバー

＜メンバー＞

内閣府CIO補佐官 平林元明（リーダー）

内閣府CIO補佐官 中川健治(3月～)
宮内庁CIO補佐官 山西顕裕

公正取引委員会CIO補佐官 田中眞一

総務省CIO補佐官 安田晃

総務省CIO補佐官 浅田昌紀

法務省CIO補佐官 南波幸雄

外務省CIO補佐官 窪田文啓

外務省CIO補佐官 西村毅

経済産業省CIO補佐官 野村邦彦

国土交通省CIO補佐官 淺野正一郎

＜オブザーバー＞

国立国会図書館CIO補佐官 土田良夫

会計検査院CIO補佐官 山崎秀夫

＜ゲスト＞

（独）情報通信研究機構 CIO補佐官 升岡勝友

（独）国立印刷局CIO補佐官 矢野淳士

（独）国立高等専門学校機構CIO補佐官 小田公彦

（独）医療品医療機器総合機構CIO補佐官 高坂定

（独）国立病院機構CIO補佐官 北岡有喜

自動車検査（独）CIO補佐官 寺田松昭

（独）国立環境研究所CIO補佐 本吉由紀夫

（独）国立大学法人静岡大学CIO補佐官 八卷直一

（独）通関情報処理センター CIO補佐官 中川秀司
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メンバー

モデリング－ＳＷＧ（順不同、敬称略）

漢字・外字－ＳＷＧ（順不同、敬称略）

技術参照モデル(TRM)－ＳＷＧ（順不同、敬称略）

＜府省・独立行政法人メンバー＞

内閣府CIO補佐官 平林元明（リーダー）

※情報技術ＷＧ５メンバー （随時参加）

内閣府CIO補佐官 平林元明（リーダー）

外務省CIO補佐官 窪田文啓

経済産業省CIO補佐官 野村邦彦

日本アイ・ビー・エム（株） 長島哲也

マイクロソフト（株） 野村一行、田島 定尚

内閣府CIO補佐官 平林元明（共同リーダー）

外務省CIO補佐官 西村毅

経済産業省CIO補佐官 野村邦彦

※(独)情報処理推進機構オープンソフトウェアセンターとの連携プログラムとして実施
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活動実績

活動の流れ
ＷＧ５では、CIO補佐官間で情報技術の知識共有を図るため、積極的にセミナーを開催した。

セミナーについては、WG5メンバー以外のCIO補佐官の参加も募り、拡大セミナーの形で開

催した。

今年度の重点テーマを参照モデル、モデリングと定め、モデリングは、 サブワーキンググ

ループ（ＳＷＧ）を設置して議論を深めている。

漢字・外字については昨年度の提言に沿って実現の検討を進めた。

平成20年度の活動スケジュールは以下の通り

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
課題と方向性の検討

最終報告

セミナー開催

ＳＷＧ活動（参照モデル、モデリング）

CIO（6/12） Windows7（2/19）BI（5/15） IPv6(10/16）

アンケート調査および全体の方向性の検討

IT-C(11/13） Green（1/22）
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活動実績

会合及び活動の履歴（定例会）
準備会第１回（4月21日） 今年度のテーマ検討
準備会第２回（5月15日） 技術セミナー ：ＢＩツール（日本ビジネスオブジェクツ）
準備会第３回（6月12日） 技術セミナー ：業務改革と情報活用ガバナンス（日本ユニシスCIO）
第１回（7月31日） 今年度の活動内容検討
第２回（8月21日） アンケート調査の実施について
第３回（9月18日） アンケート調査結果のまとめ
第４回（10月16日） 技術セミナー ：IPv6（アラクサラネットワークス）
第５回（11月13日） 技術セミナー ：ＩＴコンソリゼーション(日本ヒューレットパッカード)
第６回（12月11日） 平成２０年度活動の提言について
第７回（1月22日） 技術セミナー ：グリーンＩＴ（静岡大学）
第８回（2月19日） 技術セミナー ：クラウドコンピューティング＆Ｗｉｎｄｏｗｓ７（マイクロソフト）
第９回（3月19日） 報告書まとめ
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活動実績

会合及び活動の履歴（拡大セミナー ）
技術セミナー（5月15日）：ＢＩツール（日本ビジネスオブジェクツ）

技術セミナー（6月12日）：業務改革と情報活用ガバナンス（日本ユニシスCIO）

技術セミナー（10月16日）： IPv6（アラクサラネットワークス）

技術セミナー（11月13日）：ＩＴコンソリゼーション(日本ヒューレットパッカード)
技術セミナー（1月22日）：グリーンＩＴ（静岡大学）

技術セミナー（2月19日）：クラウドコンピューティング＆Ｗｉｎｄｏｗｓ７（マイクロソフト）

ＳＷＧ実績
参照モデル－連携(IPA) ：23回の会合を実施（4/4、4/16、4/23、5/21、6/4、6/13、6/25、7/18、7/30、

8/8、9/5、9/24、10/24、11/7、11/26、12/3、12/19、1/7、1/23、2/13、2/25、3/11、3/25）
モデリング－ＳＷＧ ：14回の会合を実施（4/3、5/8、5/14、5/22、6/19、7/15、8/12、9/30、10/16、11/5、

12/15、1/28、2/25、3/25）
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SWG活動の成果（参照モデル）

活動成果（概要）
情報技術ＷＧ（ＷＧ５）の提言により、経済産業省－ＩＰＡで技術参照モデルの策
定を開始することが出来た。

ＷＧ５のメンバーが技術参照モデルの策定に参画することで府省で活用すること
が出来る技術参照モデルの初版(平成２０年度版)を公開することが出来た。

技術参照モデルの完成度を継続的に高めるための組織(ＩＰＡ)が出来て、技術参
照モデルの評価を行い、次版への改定を開始している。

一部の府省庁で技術参照モデルの利用を検討あるいは部分的な活用を始めるこ
とが出来た。

所感
参照モデルは2003年および2004年にナレッジポータルプロジェクトとして経済産
業省でプロトタイプの開発が行われた。その後２年間更新が行われていなかった
が、ＷＧ４及びＷＧ５での活動によって、技術参照モデルの策定が再開され大幅
に改定された実用版が発行された。技術参照モデルは重点計画-2008で各府省
が参照できるガイドとして策定することが決定された。諸外国では個々のシステム
ごとのアーキテクチャを策定する段階から参照モデルを用いた情報の共有や標
準化の段階に入っており、さらに移行モデル策定の段階へと進んでいる。政府全
体としての最適化を進めるために参照モデルの完成度を高めると共に適用拡大
していくことが必要である。



1313

SWG活動の成果（モデリング－ＳＷＧ）

活動成果（概要）
サービスの視点でサービスコンポーネント参照モデル（SRM）を検討し、
プラットフォームサービスのビジョンをまとめた。

特に、プライベートクラウドの実現によりサービスと運用の一元化を図る
ことが出来、セキュリティの保全、資源の効率的利用、グリーンＩＴなどの
府省全体の最適化に寄与できる。

所感
SRMについては、ナレッジポータルプロジェクトとしてプロトタイプが公開
されているが、アプリケーションとしてのサービスの分類がされているもの
である。

中央省庁は地方自治体と異なり、各省固有の政策とサービスを持ってお
り、共通業務についても統合化を中心に検討が進められている。

従ってサービスの分類ではなく、サービスの連携や階層化を中心に検討
を進めてみた。

この結果テクノロジーアーキテクチャに近い層でプラットフォームサービス
についてビジョンをまとめることが出来た。
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SWG活動の成果（漢字・外字）

活動成果（概要）
汎用電子情報交換環境整備プログラムの成果活用方法について検討を
進めることが出来た。
今後のアクションについて検討を行い、提言をまとめることが出来た。

所感
漢字や外字は日本人にとって身近な問題であるにもかかわらず、システ
ムでの実装は複雑で難しいものとなっている。特に外字は数万、数十万
もの文字があり、業務の必要性に応じてバラバラに作成され利用されて
いる。このため、外字のシステム間での相互利用はほとんど行われてい
ない。このような中で漢字や外字の状況の整理を行い、システムでこれら
を利用する場合の考慮点をまとめた。外字に関しては住基、戸籍、登記
で夫々文字セットがあるが経済産業省の汎用電子情報交換環境整備プ
ログラムでこれらの整理体系化が進められた。情報技術ＷＧではこの成
果の活用を提言した。今後は具体的な利用に向けて関係者間の連携を
進めていく。国民に対するサービス向上や行政の効率化の観点から政府
全体での標準化を進めていくことが必要である。
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提言

ＴｏＢｅモデルの策定と共通化の推進
プライベートクラウドによるサービスと運用の一元化。

汎用電子情報交換環境整備プログラム等の成果を活用し、政府統一の外
字文字セットを制定して文字の相互交換の環境を整備する。

参照モデル（平成20年度版ＴＲＭ）の各府省庁における活用
各府省庁個別最適ではなく、全体最適を進めるために、標準化の仕組みと
して経済産業省（ＩＰＡ）で策定した平成20年度版ＴＲＭの各府省庁での普
及を進める。

参照モデル（平成21年度版ＴＲＭ）の継続的な開発
経済産業省（ＩＰＡ）ＴＲＭを元に仕様書のサンプル提供や評価基準を明確
化すると共に技術の進歩に追従してＴＲＭの見直しを進める。

府省庁を横断した情報共有
各府省で情報を共有するための仕組みの整備。
各府省庁個別最適でなく、全体最適とするためには双方向で情報を共有
するための体制の整備が不可欠である。
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ＣＩＯ補佐官情報技術ＷＧアンケート調査

期間 平成２０年８月２１日～９月１７日

対象 府省庁

回答者 ＣＩＯ補佐官

回答数 １８件

組織数 １６組織

情報技術ＷＧでは最新技術動向に関する情報の交換
や技術的課題に対する検討を行っている。ＷＧ活動を
さらに効果的なものとするために全府省庁に情報技術
に関するアンケート調査を行った。
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結果概要

問１

各府省のシステムで現在課題となっていたり、今後取り入れていく重要技術について

選択肢の技術テーマについて現在の状況や関心について回答するもの

回答概要

セキュリティ関連技術、シングルサインオン、IPv6、運用管理関連技術、BCP、漢字・外字、シ
ンクライアント、ICカード、について半数以上の府省で直近の課題と認識

Ｗｅｂサービス(システム連携)、グリーンIT、認証技術、OSSについても課題としての関心が高
い

セキュリティ、暗号(SHA-1)、IPv6、BCP、シンクライアント、ICカードは政府全体として推進さ

れているもの

シングルサインオンは政府認証基盤との関連

運用管理は課題としての認識が高いが対応済みは２割弱と僅か

BCPは対応済みが３割、これからが６割

漢字・外字も半数以上の府省で関連しているが解決済みはゼロ

シンクライアントは導入は６％程度でほとんどがこれから

ICカードは３割の府省で導入済み

今後はシステム連携、グリーンIT、フォレンジック、SOA、ｻｰﾊﾞ仮想化、が伸びてくると予想

OSS、IP電話は普及期に入った

BIツール、動画配信、ICタグ、テレカンファレンスは一部の府省に関連
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結果概要

問２

各府省の技術的課題について現在の状況や関心について選択肢から回答す
るもの

回答概要

ITガバナンス、サーバ統合、運用監視統合、個人情報保護、業務運用統合、
バックアップシステム、センタ集約、について半数以上の府省で直近の課題と認
識

調達評価、共通基盤、ホームページサーバ統合、ネットワーク一元化で５割、
コード統一、技術標準、グループウェア、DB一元化についても課題としての関
心が高い

サーバ統合済みは僅か６％でほとんどがこれから

運用監視も対応済みは１９％

ホームページサーバ統合は３割が済みで半数以上はこれから

ネットワーク統合は済みが４割これからが５割

端末共通化は済みが４割これからが３割

PRMとTRMは９割が強い関心を持っている

DRMも同様だが困難も予想

レガシーの関心は２割前後
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結果概要

問３

技術に関する知見や調達時の参考資料となるものを技術参照モデ
ルという形で蓄積

技術参照モデルの記載事項の有効性について項目の例の中から評
価を回答するもの

回答概要

技術要件の記載例について半数の府省で役に立つとの意見で残り
は参考になると回答

追加してコストや信頼性に関する情報、SLAの記載例が求められて
いる

アプリケーション要件や仕様書の雛形も需要が高い

技術や製品の動向についても調査が必要

技術課題を解決する方法やシステムの設計指針の記載も需要があ
る
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アンケート調査－技術テーマ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＮＧＮ
テレ（ビデオ）カンファレンス

ＩＰ電話
ＳａａＳ

Ｗｅｂ２．０（マッシュアップ）
生体認証
無線ＬＡＮ

ＩＣタグ
オフィスソフト（ＯＤＦ等）

動画配信
ＢＩツール

モバイル環境
サーバ仮想化（ＩＴコンソリデーション）

ＳＯＡ
フォレンジック

ＯＳＳ
認証技術（Open-ID、IDM）

環境アーキテクチャ（グリーンＩＴ）
Ｗｅｂサービス技術（システム連携等）

ＩＣカード
シンクライアント

漢字・外字
ＢＣＰ（事業継続計画）

運用管理関連技術
ＩＰｖ６

シングルサインオン
暗号化アルゴリズム(ＳＨＡ－１問題)

セキュリティ関連

直近課題

関心有

対応済

関心無

セキュリティ技術と直近のＩＴトレンドに関心が高い
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アンケート調査－技術的課題

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レガシーマイグレーション

レガシーの再構築

端末の共通化

パッケージの活用などＳＲＭ関連

データベースの一元化

グループウェア関連（移行/活用）

技術標準などＴＲＭ関連

コードの統一などＤＲＭ関連

ネットワークの一元化

外向けホームページサーバの統合

共通基盤(S/Wまたは共通ＡＰ)

調達評価などＰＲＭ関連(PDCA全体)

センターの集約

バックアップシステム(構築/利用)

業務運用の統合

個人情報保護

運用監視の統合

プラットフォームのサーバ統合

ＩＴガバナンス

直近課題

関心有

対応済

関心無

ＩＴガバナンスと統合関連が課題
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ＴＲＭ内容の評価

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

技術の詳細と取り組みの方向性（問１の技術をどのように使うか）

技術の解説（ＴＲＭ付録１）

利用する標準技術の推奨度とその解説（ＴＲＭ６章を今後拡張）

システム設計の指針（ＴＲＭ４章）

理想的な構成モデル（問２の課題を解決する方法を解説する）

各府省の調達仕様書の事例（ＴＲＭ付録２）

技術動向や製品動向の調査（技術マップ）

技術要件や統一基準に準拠した仕様書の雛形（完成形を示す）

アプリケーションパターン別の要件の記載例

調達パターン別の技術要件の記載例（ＴＲＭ５章）

ＳＬＡの記載例

コストや信頼性に関する情報

役に立つ

参考になる

無くてもよい

役に立たない

非機能要件と共通化が今後のテーマ
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今後の課題と計画

情報技術ＷＧの活動に関する課題と計画
電子政府の政策と連動した活動

• 提言を具体化するために関連部局との連携を図る。
• ＣＩＯ補佐官の横の連携を強化して政策として提案する（クラウド、外字）。

ＩＴガバナンスや統合についての検討
• アンケート調査に基づき次年度の技術テーマとして、ＩＴガバナンスや統合
（サーバ、運用）について検討を進める。

府省庁を横断した情報の共有
• 事例紹介（ワークショップ）－共通課題や共通業務の先行事例等

ＳＷＧ活動の継続と拡大に関する計画
参照モデル（ＴＲＭなど）活用と非機能要件の充実や相互運用性の拡大

• コスト、信頼性、サービス（ＳＬＡ）に関する非機能要件リファレンスを盛り込む。
• バックオフィスの相互運用性を推進するために標準技術要件の検討を行う。
• 調達時の参照モデル活用に関する知見の提供をＩＰＡと連携して進める。
• 府省に対する参照モデル適用拡大のための検討を行う。

サービスのモデル化に関する検討
• プラットフォーム層サービスからさらに上位のサービスのモデル化をモデリン
グＳＷＧで検討する。

• サーバ統合や運用統合を目指してプライベートクラウドの具体的イメージを
検討する。
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ＩＴガバナンスの確立に向けた今後の検討事項

調達の仕組み
技術標準（ＴＲＭ）を活用して調達を標準化する
分離調達からでなく標準化から共通基盤化を始める
動かないシステム開発への対処（調達時のリスク要件リスト、アジャイルモデル）と経験の蓄積
サーバ・ネットワークの統合を推進する(Web等)
プラットフォームや部品の共通化を進める

イニシアティブと目標、移行モデルに基づく最適化の推進
国民へのサービス提供の視点からの全体最適化
次世代電子行政サービス基盤はその例
技術指針を具体的なアクションとして展開を検討する
標準KPI(PRM)の設定

政策や予算との関係
政策との連動
関連政策部門との連携
予算策定や会計との連携

人材との関係
研修教育
モチベーション
キャリアパス

組織との関係
ＩＴ戦略室と政府ＣＩＯ
ＣＩＯ補佐官の役割
ＧＰＭＯと各府省ＰＭＯの連携
政府全体アーキテクチャボード
アーキテクチャや各種リファレンスの策定（ＩＰＡ等）
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